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一
．
は
じ
め
に

還
元
焔
焼
成
に
よ
っ
て
、
硬
質
堅
致
で
青
灰
色
と
い
う
従
来
に
は
な
い
特
徴

を
獲
得
し
た
須
恵
器
は
、
日
本
列
島
で
の
導
入
以
来
、
祭
祀
儀
礼
や
日
常
品
な

ど
様
々
な
場
面
で
使
用
さ
れ
続
け
た
。
ま
た
製
作･

築
窯･

焼
成
技
術
な
ど
の

専
門
性
の
高
さ
と
、
多
様
な
使
用
目
的
の
た
め
、
様
々
な
生
産
シ
ス
テ
ム
が
準

備
さ
れ
た(

太
田
二
〇
一
五
・
二
〇
一
六)

。
で
は
、
周
辺
に
須
恵
器
生
産
地
の

な
い
鞠
智
城
で
は
ど
の
よ
う
に
須
恵
器
が
運
ば
れ
た
の
か
。
古
墳
時
代
か
ら
古

代
ま
で
で
は
、
牛
頸･

八
女･

荒
尾･

宇
城
窯
跡
群
か
ら
運
ば
れ
る
こ
と
が
判

明
し
て
お
り(

木
村
二
〇
一
二
ａ
、
網
田
二
〇
〇
三
な
ど)

、
各
生
産
地
の
流
通

範
囲
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
、八
世
紀
代
の
周
辺
遺
跡
の
流
通
状
況
や
、

遠
隔
地
で
生
産
さ
れ
た
須
恵
器
が
ど
の
よ
う
に
消
費
地
へ
運
ば
れ
た
な
ど
、
不

明
な
点
は
多
い
。

以
上
の
問
題
意
識
か
ら
、「
須
恵
器
が
ど
の
よ
う
に
運
ば
れ
た
の
か
」
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、
二
つ
の
概
念
を
用
い
て
検
討
す
る
。

二
．
研
究
の
視
点
と
方
法

（
一
）
同
一
時
焼
成
品
と
同
一
工
房
製
品
の
概
念
規
定

本
稿
で
は
、
同
一
時
焼
成
品
と
同
一
工
房
製
品
を
つ
か
み
、
古
代
山
城
や
周

辺
の
集
落
、
官
衙
な
ど
と
の
比
較
検
討
か
ら
①
ど
の
よ
う
に
須
恵
器
が
消
費
地

ま
で
運
ば
れ
た
の
か　

②
生
産
シ
ス
テ
ム(

あ
る
い
は
体
制)

と
の
関
連　

③

古
代
の
鞠
智
城
周
辺
の
須
恵
器
流
通
状
況
の
解
明
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
た
め

に
は
同
一
時
焼
成
品･

同
一
工
房
製
品
の
概
念
と
そ
の
認
定
基
準
を
定
め
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

･

同
一
時
焼
成
品

同
一
時
焼
成
品
と
は
、
文
字
通
り
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
焼
成
さ
れ
た
製
品
の

一
群
を
指
す
。
そ
の
際
、
焼
成
さ
れ
た
製
品
は
、
窯
詰
位
置
や
状
況
に
も
よ
る

が
、大
ま
か
に
は
同
じ
よ
う
な
色
調
や
黒
化
、自
然
釉
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、

各
地
の
須
恵
器
窯
は
、
焼
成
技
術
の
難
し
さ
か
ら
、
焼
成
回
ご
と
で
焼
き
上
が

り
が
異
な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
灰
原
出
土
資
料
で
の
焼
成
状
況
の
多
様

性
か
ら
も
容
易
に
想
像
で
き
る
。

･

同
一
工
房
製
品

同
じ
工
房
で
製
作
さ
れ
た
製
品
の
一
群
を
指
す
。
現
状
の
須
恵
器
流
通
研
究

は
、
一
窯
跡
群
レ
ベ
ル
単
位
で
の
把
握
が
多
い
。
し
か
し
、
牛
頸
窯
跡
群
を
例

に
と
っ
て
も
、
多
数
の
須
恵
器
製
作
集
団
が
集
ま
り
生
産
に
当
た
り
、
多
様
性

を
持
つ
生
産
シ
ス
テ
ム
の
集
合
体
が
窯
跡
群
を
形
成
す
る
パ
タ
ー
ン
も
あ
る

(

太
田
二
〇
一
五)

。

（
二
）
同
一
工
房
製
品･

同
一
時
焼
成
品
の
認
定
条
件

こ
の
う
ち
、
須
恵
器
の
製
作
地
は
、
様
々
な
観
察
項
目
か
ら
判
断
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
検
討
の
煩
雑
さ
や
、
須
恵
器
の
多
さ
に
よ
る
検
討
量
の
多
さ
か
ら
、

太
田　

智　

　

消
費
者
か
ら
み
た
須
恵
器
の
流
通  

―
鞠
智
城･

官
衙･

周
辺
集
落
の
比
較
検
討
を
通
し
て
―
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す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
窯
内
の
窯
詰
の
位
置
、
平
面(

焚
口
側
や
窯
尻)
と
立
面(

床
面

側
か
天
井
側)

で
色
調
が
若
干
異
な
る
。
そ
の
際
、
こ
れ
ら
の
製
品
の
区
別
は

困
難
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て

は
今
後
の
課
題
で
あ
る
こ
と

を
こ
こ
で
確
認
し
て
お
く
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
第

1
図
に
な
る
。
い
ず
れ
も
、

す
べ
て
の
観
察
項
目
の
全
て

を
満
た
す
な
ら
ば
、
間
違
い

な
く
同
一
工
房
製
品･

同
一

時
焼
成
品
だ
が
、
破
片
資
料
が
多
く
、
困
難
を
伴
う
。
し
た
が
っ
て
、
同
一
時

焼
成
品
な
ら
ば
、
今
回
検
討
す
る
五
つ
の
う
ち
、
す
べ
て
か
、
四
項
目
当
て
は

ま
る
も
の
を
同
一
工
房
製
品
と
す
る
。
同
一
時
焼
成
品
は
、
観
察
項
目
が
少
な

い
た
め
、
今
回
は
二
つ
の
う
ち
す
べ
て
満
た
す
も
の
の
み
を
同
一
時
焼
成
品
と

す
る
。

（
三
）
検
討
の
方
法

以
上
の
研
究
視
点
を
基
に
し
て
、
以
下
の
手
順
で
検
討
を
進
め
る
。

①
鞠
智
城
お
よ
び
周
辺
の
対
象
遺
跡
出
土
の
須
恵
器
を
集
成
し
、
上
記
の
観
察

項
目
に
従
い
す
べ
て
を
実
見
す
る
。 

②
実
見
し
た
須
恵
器
を
器
種
ご
と
、
時
期

ご
と
に
分
離
し
た
の
ち
、
上
記
に
挙
げ
た
観
察
項
目
に
基
づ
き
分
類
す
る
。 

③

第
1
図
を
使
用
し
て
、
同
一
工
房
製
品
と
同
一
時
焼
成
品
を
抽
出
す
る
。 

④
各

遺
跡
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
比
較
検
討
し
、
各
々
の
共
通
点
や
差
異
点
を
提

示
す
る
。 

⑤
こ
れ
ら
の
比
較
や
、
他
の
注
目
で
き
る
点
を
通
し
て
、
鞠
智
城
の

と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た(

後
藤
二
〇
〇
〇)

。
以
上
か
ら
、土
器
の
胎
土
は
、

生
産
地
の
特
定
に
役
立
つ
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
肉
眼
観
察
で
は
、
理
化
学
的

分
析
ほ
ど
正
確
な
結
果
は
当
然
得
ら
れ
な
い
。
他
の
観
察
項
目
と
合
わ
せ
て
検

討
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
と
考
え
る
。

･

ヘ
ラ
記
号

成
形
後
、
意
識
的
に
刻
む
ヘ
ラ
記
号
に
関
す
る
研
究
は
多
い
が
、
大
き
く

ま
と
め
る
と
①
窯
内
で
の
区
別
の
た
め
と
す
る
立
場(

山
田
一
九
八
八
、
中
村

一
九
七
七)

上
位
階
層
へ
の
作
業
量
の
認
定(

山
本
二
〇
〇
八) 

④
窯
内
で
の

工
人
ご
と
の
区
別
と
消
費
地
と
の
区
別
の
両
方(

岡
田
二
〇
〇
四) 

に
な
る
。

解
釈
は
様
々
だ
が
、
ヘ
ラ
記
号
の
差
が
工
人
集
団
の
差
を
示
す
点
で
は
、
大
ま

か
な
点
で
は
一
致
す
る
。

･

色
調
、
降
灰

焼
成
実
験
や
胎
土
分
析
な
ど
の
結
果
、
色
調
や
降
灰
は
、
主
に
窯
内
の
温
度

と
そ
の
推
移
、
燃
料
材
の
種
類
な
ど
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た(

佐
々
木･

余
語
二
〇
〇
四
な
ど)

。
ま
た
、
同
じ
窯
で
の
別
々
の

焼
成
で
も
、
色
調･

降
灰
の
状
況
が
異
な
る
こ
と
が
多
い
。
さ
ら
に
、
須
恵
器

焼
成
は
基
本
的
に
、
酸
化
焔
焼
成
か
ら
薪
を
大
量
に
投
入
し
、
窯
内
を
閉
じ
て

還
元
焔
焼
成
へ
と
移
行
す
る
。
ま
た
、
焼
成
を
終
了
し
た
段
階
で
も
還
元
焔
雰

囲
気
を
保
つ
、
保
た
な
い
の
違
い
で
断
面
の
色
調
と
表
面(

内
面･

外
面)

の

色
調
が
異
な
る
（
安
里
一
九
八
五
）。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
内
面･

外
面･

断

面
と
各
部
位
の
色
調
や
降
灰
は
、
偶
然
の
産
物
の
物
も
当
然
あ
る
が
、
各
工
人

の
持
つ
焼
成
技
術
に
左
右
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
古
墳
時
代
の
土
壙
墓
出
土
一
括
須
恵
器
の
分
析
で
は
、
こ
の
焼
成
痕

跡
か
ら
流
通
状
況
を
判
断
す
る
こ
と
が
あ
る(

木
許
二
〇
〇
九)

。
つ
ま
り
、

出
土
須
恵
器
の
色
調
や
降
灰
の
具
合
か
ら
、
同
時
に
焼
成
さ
れ
た
製
品
を
判
断

第１図　観察項目と同一時焼成品・
　　　　同一工房製品との関係

そ
の
客
観
的
な
資
料
提
示
を
貫
徹
す
る
の
は
難
し
い
。
さ
ら
に
、
須
恵
器
の
諸

属
性
は
、
単
に
窯
跡
群
で
の
生
産
地
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
点
を
示
す

場
合
が
多
い
。

･

須
恵
器
の
細
部
形
態

山
本
雅
和
氏
は
、
陶
邑
窯
跡
群
で
の
窯
内･

灰
原
出
土
遺
物
を
対
象
に
須
恵

器
生
産
組
織
に
迫
る
た
め
検
討
す
る
際
、
坏
身･

坏
蓋
の
形
態
を
重
視
し
、
口

縁
端
部
を
そ
れ
ぞ
れ
三
種
ず
つ
分
類
し
、
こ
れ
を
他
の
観
察
項
目
と
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
須
恵
器
工
人
の
姿
を
明
瞭
に
し
た(

山
本
二
〇
〇
八)

。
ま
た
、

生
産
地
以
外
の
遺
跡
で
出
た
資
料
の
産
地
同
定
を
実
施
す
る
場
合
、
肉
眼
観
察

で
の
形
態
差
が
重
要
視
さ
れ
る(
網
田
二
〇
〇
三
、
鈴
木
二
〇
一
四)

。
客
観

性
に
欠
く
と
の
指
摘
も
当
然
あ
る
が
、依
然
、重
要
な
視
点
に
変
わ
り
は
な
い
。

つ
ま
り
、
細
部
形
態
の
属
性
を
見
極
め
る
こ
と
で
、
須
恵
器
工
人
集
団
差
に
近

づ
け
ら
れ
る
。

･

法
量

須
恵
器
は
一
般
的
に
器
形
や
法
量
で
斉
一
性
を
持
つ
と
い
わ
れ
る
が
、
実
際

は
焼
成
時
の
焼
け
縮
み
や
工
人
差
で
、
あ
る
い
は
窯
群
ご
と
で
違
う
こ
と
が
多

い
。
山
田
元
樹
氏
は
、
窯
内
一
括
出
土
遺
物
の
属
性
分
析
か
ら
同
一
時
焼
成
品

で
も
工
人
に
よ
っ
て
法
量
分
布
が
異
な
る
点
を
明
証
し
た(

山
田
一
九
八
八)
。

つ
ま
り
、
法
量
と
他
の
観
察
項
目
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
工
房･

各
工
人
ご
と

の
製
品
の
ま
と
ま
り
を
把
握
で
き
る
可
能
性
を
秘
め
る
。
た
だ
、
そ
の
際
、
完

形
か
、
全
体
を
正
確
に
復
元
で
き
る
程
度
の
遺
存
度(

口
径
な
ら
ば
、
全
体
の

4
分
の
1
程
度)

が
最
低
条
件
で
、
こ
れ
以
下
な
ら
ば
、
わ
ず
か
な
焼
き
歪
み

や
そ
の
他
の
要
因
で
正
確
な
法
量
が
出
な
い
。
鞠
智
城
と
周
辺
の
遺
跡
で
は
、

条
件
を
満
た
す
資
料
が
非
常
に
限
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
参
考
程
度
に

と
ど
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

･

製
作
技
法
①
～
底
部･

天
井
部
外
面
の
調
整
～

鞠
智
城
の
須
恵
器
の
小
型
器
種
底
部
は
、
ヘ
ラ
切
り
未
調
整
、
回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ(

時
計･

反
時
計
回
り)

、
不
定
方
向
ナ
デ
、
不
定
方
向
ケ
ズ
リ
な
ど
様
々

な
技
法
を
用
い
る
。
回
転
方
向
は
工
人
の
利
き
手
に
左
右
さ
れ
、
回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
や
ヘ
ラ
切
り
未
調
整
は
、
同
時
期
に
も
混
在
す
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
時

期
的
な
特
徴
の
み
な
ら
ず
、
地
域
差
、
工
房
差
、
工
人
差
を
間
接
的
に
示
す
。

･

製
作
技
法
②
～
底
部･

天
井
部
内
面
の
不
定
方
向
ナ
デ
～

坏
身･

坏
蓋
の
底
部
に
施
す
不
定
方
向
ナ
デ
は
、
各
地
で
普
遍
的
に
み
ら
れ

る
。
管
見
で
は
こ
の
不
定
方
向
ナ
デ
の
目
的
や
意
義
に
関
す
る
研
究
は
見
ら
れ

な
い
が
、
筆
者
が
観
察
し
た
伊
藤
田
窯
跡
群(

一)

で
は
、
草
場
窯
跡
の
窯
内
出
土

品(

同
一
時
焼
成
品)

を
み
る
と
、
す
べ
て
が
直
線
状
の
不
定
方
向
ナ
デ
を
施

す
。
逆
に
ヘ
ラ
記
号
を
持
ち
、
複
数
の
窯
元
で
窯
を
共
有
す
る
タ
イ
プ
の
穂
屋

一
号
窯
跡
で
は
、ヘ
ラ
記
号
ご
と
で
不
定
ナ
デ
の
施
し
方
が
異
な
る
。
つ
ま
り
、

不
定
方
向
ナ
デ
の
有
無
と
そ
の
違
い
で
、
工
房
ご
と
の
製
品
の
違
い
が
区
別
で

き
る
可
能
性
を
秘
め
る
。
な
お
、
不
定
方
向
ナ
デ
を
施
す
意
味
に
つ
い
て
は
、

筆
者
が
各
地
の
資
料
を
実
見
し
た
と
こ
ろ
①
内
面
に
施
す
同
心
円
文
ス
タ
ン
プ

を
消
す 

②
製
作
技
法
上
の
意
味
は
な
く
、
単
な
る
工
人
が
無
意
識
に
施
す
ク
セ 

③
粘
土
紐
巻
き
上
げ
時
の
器
面
の
凹
凸
を
消
す　

の
三
つ
が
可
能
性
と
し
て
考

え
ら
れ
る
。

･

胎
土
の
観
察

近
年
で
は
理
化
学
的
な
胎
土
分
析
が
広
く
実
施
さ
れ
、
成
果
を
挙
げ
て
い

る
。
し
か
し
、
理
化
学
的
分
析
で
は
、
常
に
経
費
や
遺
物
の
保
存
な
ど
の
問
題

が
立
ち
は
だ
か
る
た
め
、
す
べ
て
の
出
土
資
料
に
使
え
る
も
の
で
は
な
い
。
こ

の
点
、
肉
眼
で
の
胎
土
観
察
と
の
併
用
が
望
ま
れ
る
。
後
藤
建
一
氏
は
、
肉
眼

観
察
で
胎
土
に
含
ま
れ
る
鉱
物
や
砂
粒
の
状
況
を
観
察
し
、
生
産
地
と
消
費
地
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須
恵
器
流
通
の
状
況
を
復
元
す
る
。

な
お
、
今
回
は
時
間
の
都
合
上
、
鞠
智
城
周
辺

す
べ
て
の
遺
跡
出
土
資
料
を
実
見
で
き
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
今
回
は
比
較
的
須
恵
器
が
多
数
出

土
す
る
鞠
智
城
を
軸
に
、
前
畑
遺
跡
、
伊
坂
東
原

遺
跡
、
う
て
な
遺
跡
、
上
鶴
頭
遺
跡
を
対
象
に
検

討
し
た
。
対
象
時
期
は
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
、

一
部
九
世
紀
で
、
対
象
器
種
は
、
可
視
的
属
性
が

最
も
多
く
、
検
討
し
や
す
い
椀･

坏
蓋･

甕(

口

縁
部)

と
し
た
。

三
．
検
討

こ
こ
で
は
各
対
象
器
種
を
検
討
す
る
が
、
各
器

種
共
通
の
属
性
の
ヘ
ラ
記
号
と
各
種
焼
成
痕
跡
、

小
型
器
種
共
通
の
内
面
不
定
ナ
デ
は
、
最
後
に
分

類
す
る
。

（
一
）
椀

椀
は
、
高
台
の
形
態
、
体
部
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ

ン
、
底
部
外
面
の
技
法
、
内
面
の
調
整
、
ヘ
ラ
記

号
を
観
察
対
象
と
す
る
。
以
下
に
分
類
基
準
を
羅

列
す
る
。

･

高
台
部
の
形
態

ａ
類:

高
台
部
断
面
が
ほ
ぼ
方
形
で
、
短
く
、
わ
ず

か
に
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ
で
内
側
が
緩
や
か
に
湾

曲
す
る
。

第３図　各属性の分類② 第 2図　各属性の分類①
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含
む
。
器
面
は
な
め
ら
か

胎
土
δ
類:

〇
．
五
㎜
ほ
ど
の
白
色
粒
子
を
多
く
含
み
、
器
面
は
粒
子･

小
礫
に
よ

る
凹
凸
が
あ
り
、
粗
い

･

自
然
釉
・
胎
土
の
色
調

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
土
色
帳
を
用
い
て
検
討
し
た
。

四
．
同
一
工
房
製
品･

同
一
時
焼
成
品
の
抽
出

（
一
）
同
一
工
房
製
品
の
抽
出

次
に
、
同
一
工
房
製
品
を
抽
出
す
る
が
、
先
述
し
た
形
態
で
の
ま
と
ま
り
に

加
え
て
、
製
作
技
法
、
内
面
不
定
方
向
ナ
デ
、
ヘ
ラ
記
号
を
基
に
抽
出
す
る
。

･

椀ま
ず
、
ｄ
A
型
の
中
で
、
鞠
智
城
出
土
の
二
点
を
見
る
と(

第
6
図)

、
内
面

不
定
ナ
デ
の
状
況
、
底
部
外
面
の
技
法
、
細
部
属
性
、
胎
土
の
状
況
、
焼
成
状

況
が
全
く
同
じ
で
、
上
記
の
観
察
項
目
と
認
定
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
た
め
、

明
ら
か
に
同
一
工
房
の
製
品
で
あ
る
。
ま
た
、
ｅ
A
型
の
伊
坂
東
原
遺
跡
出
土

品
で
は(

第
7
図)

、
底
部
外
面
の
幅
広
い
回
転
ナ
デ
と
中
心
の
ケ
ズ
リ
跡
、

胎
土
が
ま
っ
た
く
一
致
す
る
。
そ
し
て
、
両
者
と
も
良
く
残
ら
な
い
が
、
内
面

の
不
定
ナ
デ
も
一
致
す
る
。
よ
っ
て
、
同
一
工
房
製
品
で
あ
ろ
う
。

ｂ
B
型
で
は
、
鞠
智
城
出
土
品
の
中
で(

第
8
図)

比
較
資
料
が
あ
る
が
、
底

部
の
調
整
が
異
な
る
た
め
、
可
能
性
が
高
い
に
と
ど
め
ざ
る
を
得
な
い
。
問
題

は
、う
て
な
遺
跡
と
の
対
比
で
、底
部
の
調
整
、胎
土
、焼
成
状
況
が
類
似
す
る
。

ま
た
、
底
部
は
良
く
残
ら
ず
に
、
不
定
方
向
ナ
デ
の
状
況
も
不
明
な
部
分
が
多

い
が
、
ナ
デ
が
底
部
と
体
部
の
境
ま
で
直
線
的
に
伸
び
て
、
複
数
の
ナ
デ
線
で

構
成
す
る
点
で
類
似
す
る
。
よ
っ
て
、
両
者
は
同
一
工
房
製
品
の
可
能
性
が
あ

る
。
ｇ
A
型
で
は
、
伊
坂
東
原
遺
跡
出
土
の
第
9
図
が
類
似
す
る
が
、
可
能
性

第 5図　椀のバリエーション

ｂ
類:

高
台
部
断
面
は
台
形
状
に
な
り
、
短
く
両
側
は
緩
や
か
に
湾
曲
し
な
が
ら
底
部

に
接
続
す
る
。

ｃ
類:
高
台
が
や
や
長
く
、
断
面
が
「
く
」
字
状
に
な
り
、
接
地
面
が
鋭
い
。

ｄ
類:

前
者
よ
り
さ
ら
に
長
く
、
体
部
か
ら
垂
直
に
伸
び
た
の
ち
、
中
ほ
ど
で
折

れ
曲
が
り
、
端
部
は
水
平
と
な
る
。

ｅ
類:

ｄ
類
よ
り
高
台
中
ほ
ど
の
屈
曲
が
弱
く
な
る

ｆ
類:

高
台
が
最
も
長
く
、
外
に
反
り
な
が
ら
、
端
部
付
近
で
や
や
折
れ
曲
が
る
。

ｇ
類:

高
台
が
長
く
、
断
面
長
方
形
を
呈
し
、
底
部
か
ら
ほ
ぼ
垂
直
に
伸
び
る
。

ｈ
類:

断
面
長
方
形
で
、
ｉ
類
と
近
似
す
る
が
、
接
地
面
の
中
ほ
ど
で
明
瞭
に
沈
む

ｉ
類:

高
台
は
や
や
短
く
、
断
面
は
方
形
状
で
、
や
や
外
に
反
る
。

･

体
部
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン

A
類:

体
部
最
下
部
か
ら
緩
や
か
に
湾
曲
し
な
が
ら
口
縁
部
ま
で
立
ち
上
が
る

B
類:

体
部
最
下
部
か
ら
ほ
ぼ
直
線
的
に
立
ち
上
が
る

･

底
部
外
面
の
調
整

X
類:

回
転
ナ
デ

Ya
類:

時
計
周
り
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

Yb
類:

反
時
計
回
り
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

Z
類:

不
定
方
向
ケ
ズ
リ
か
ナ
デ

ま
た
、
形
態
に
関
わ
る
属
性
の
分
類
同
士
の
相
関
関
係
を
検
討
し
た
結
果
、

次
の
よ
う
な
類
型
を
設
定
で
き
る
。

ａ
Ａ
型:

高
台
は
断
面
台
形
で
、
中
心
部
側
に
傾
き
、
体
部
は
丸
み
を
帯
び
な
が

ら
緩
や
か
に
立
ち
上
が
る
一
群
。

ａ
B
型:

高
台
は
断
面
台
形
で
、
中
心
部
側
に
傾
き
、
体
部
は
丸
み
を
帯
び
な
が

ら
緩
や
か
に
立
ち
上
が
る
一
群
。

ｇ
Ａ
型:

脚
部
断
面
が
長
方
形
で
、
比
較
的
長
く
、
体
部
は
曲
線
的
に
立
ち
上
が

る
一
群
。

ｇ
Ｂ
型:

高
台
部
断
面
が
長

方
形
で
比
較
的
長
く
直
線

的
に
伸
び
、
体
部
は
直
線

的
に
立
ち
上
が
る
一
群
。

同
じ
よ
う
に
類
型
設
定

す
る
と
、第
5
図
に
な
る
。

同
様
の
方
法
で
、
蓋
、
甕

も
分
類
し
、
第
２
・
３
図
に

提
示
し
た
。

（
二
）
対
象
器
種
に
共
通

す
る
観
察
点
と
そ
の
分
類

こ
こ
で
は
、
各
器
種
に

共
通
の
属
性
に
関
し
て
、

分
類
す
る
。

･

胎
土
の
観
察

胎
土
α
類:

肉
眼
観
察
で
は

目
立
っ
た
も
の
は
な
い

胎
土
β
類:

〇
．
五
㎜
ほ
ど

の
白
色
粒
子
を
含
み
、
器

面
は
な
め
ら
か

胎
土
γ
類:
〇
．
五
㎜
ほ
ど

の
白
色
粒
子
を
含
み
、

二
．
三
㎜
の
白
色
小
礫
を

第 4図　各属性の分類③　胎土の観察
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第７図　同一工房製品②

に
と
ど
め
ざ
る
を
得
な
い
。

･
か
え
り
の
な
い
蓋

今
回
の
対
象
資
料
の
か
え
り
な
し
坏
蓋
は
、
破
片
資
料
が
多
く
、
同
一
工
房

製
品
の
可
能
性
が
あ
る
製
品
で
も
、
い
ま
い
ち
確
証
に
欠
け
る
。
そ
の

中
で
、
唯
一
確
実
な
同
一
工
房
製
品
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
え
類
の
前

畑
遺
跡
出
土
品
で
あ
る
（
第
10
図
）。
い
ず
れ
も
天
井
部
を
反
時
計
回

り
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
で
、
内
面
不
定
ナ
デ
は
、
幅
が
広
く
直
線
的
で
あ

る
。
胎
土
も
同
じ
分
類
に
入
る
の
で
、
同
一
工
房
製
品
で
あ
る
。

　

そ
の
他
、
今
回
は
か
え
り
付
蓋
や
、
甕
類
で
同
一
工
房
製
品
は
確
認

で
き
な
か
っ
た
。

（
二
）
同
一
時
焼
成
品
の
抽
出

　

同
一
時
焼
成
品
の
抽
出
に
当
た
っ
て
は
、
焼
成
状
況
、
自
然
釉
の
状

況
を
観
察
項
目
に
加
え
て
抽
出
す
る
。

　

そ
の
結
果
、
伊
坂
東
原
遺
跡
で
一
セ
ッ
ト
確
認
で
き
た(

第
11
図)

。

外
面
全
体
に
、
黒
緑
色
状
の
ガ
ラ
ス
化
し
た
降
灰
が
全
体
に
か
か
り
、

胎
土
、
色
調
も
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
口
縁
端
部
形
態
は
異
な
る
が
、

内
面
不
定
ナ
デ
は
類
似
す
る
。

五
．
考
察

（
一
）
八
世
紀
代
の
鞠
智
城
周
辺
の
須
恵
器
流
通
状
況

鞠
智
城
や
そ
の
周
辺
の
須
恵
器
流
通
範
囲
は
、
古
墳
時
代
か
ら
七

世
紀
代
に
か
け
て
言
及
さ
れ
る
。
木
村
龍
生
氏
は
、
古
墳
時
代
以

降
と
鞠
智
城
築
城
以
降
の
須
恵
器
流
通
状
況
を
明
確
に
す
る(

木
村

二
〇
〇
九
・
二
〇
一
二
a)

。
た
だ
し
、
検
討
の
性
格
上
、
七
世
紀
後
半

以
後
の
鞠
智
城
を
除
く
周
辺
遺
跡
の
須
恵
器
の
流
通
状
況
に
つ
い
て
は

不
明
な
部
分
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
代
ま

で
の
須
恵
器
の
流
通
状
況
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

第６図　同一工房製品①
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ま
ず
、
椀
類
を
鞠
智
城
で
の
胎

土
分
析(

熊
本
県
教
育
委
員
会

二
〇
一
二)

、
特
定
の
生
産
地
に
し

か
な
い
形
態
、
製
作
技
法
な
ど
を
参

考
に
し
て
産
地
を
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
椀
の
ｅ
Ａ
型
は
、
一
部
八
世

紀
代
も
の
も
含
ま
れ
る
が
、
基
本
的

に
七
世
紀
第
4
四
半
期
で
あ
る
。
こ

の
中
で
、
鞠
智
城
出
土
品
が
胎
土
分

析･

肉
眼
観
察
の
結
果
、
荒
尾
産
と

判
断
さ
れ
る
。そ
し
て
、前
畑
遺
跡
、

伊
坂
東
原
遺
跡
例
の
も
の
が
確
認
で

き
る
。

ｄ
Ａ
型
は
、
基
本
的
に
七
世
紀
第

4
四
半
期
で
、
胎
土
分
析
と
肉
眼
観

察
の
両
者
か
ら
荒
尾
産
で
あ
る
。
伊

坂
東
原
遺
跡
で
1
点
出
土
す
る
。

さ
ら
に
、
ｆ
Ａ
型
は
、
基
本
的
に

七
世
紀
代
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

う
ち
の
一
点
が
、
胎
土
分
析
で
牛
頸

産
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
対
象

資
料
中
で
集
落
出
土
品
で
こ
の
類
型

に
当
た
る
資
料
は
な
か
っ
た
。

八
世
紀
後
半
の
ｂ
Ｂ
型
も
、
牛
頸

産
と
の
結
果
が
出
て
お
り
、
集
落
遺

第 9図　同一工房製品④
第８図　同一工房製品③
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跡
で
も
数
点
出
土
す
る
。

他
の
領
域
で
は
胎
土
分
析
な
ど
が
な
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
あ

る
生
産
地
特
有
の
形
態
を
持
つ
須
恵
器
に
注
目
す

る
。
ま
ず
、c
Ａ
型
の
椀
は
、高
台
断
面
が
「
く
」

字
に
な
っ
て
お
り
特
徴
的
で
、
宇
城
窯
跡
群
の
萩

尾
大
溜
池
窯
跡
群
採
集
須
恵
器
の
中
に
類
例
が
多

く(

網
田
二
〇
〇
三)

、
他
の
窯
跡
群
に
は
ほ
ぼ

な
い
。
八
世
紀
前
半
か
ら
中
頃
で
、
集
落
で
も
伊

坂
東
原
遺
跡
で
出
土
す
る
。

か
え
り
付
蓋
の
う
ち
、
胎
土
分
析
が
行
わ
れ
て

い
る
の
は
Ａ
・
Ｂ
類
で
、
い
ず
れ
も
荒
尾
産
と
の

結
果
が
出
た
。
し
か
し
、
集
落
遺
跡
な
ど
で
は
出

土
し
な
い
。

つ
ま
み
に
注
目
す
る
と
、
胎
土
分
析
で
八
女
産

と
し
て
い
る
も
の
が
一
点
出
土
す
る
が
、
対
象
資

料
中
集
落
遺
跡
で
類
例
は
な
い
。
輪
状
つ
ま
み
を

持
つ
蓋
が
一
定
数
出
土
す
る
が
、
荒
尾
産
に
特
有

で
、
他
で
は
例
が
な
い(

石
木
二
〇
〇
七･

網
田

二
〇
〇
三)

。
少
数
だ
が
、
集
落
遺
跡
で
も
出
土

す
る
。

し
た
が
っ
て
、
七
世
紀
後
半
代
で
は
出
土
数
自

体
が
少
な
い
た
め
、
詳
細
は
不
明
だ
が
、
少
な
く

と
も
荒
尾
産
須
恵
器
と
牛
頸
産
須
恵
器
が
搬
入
さ

れ
て
い
る
。

第１１図　同一時焼成痕跡

第１０図　同一工房製品⑤
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ま
ず
は
、
ヘ
ラ
記
号
に
注
目
し
た
い
。
現
状
で
は
複
数
の
記
号
が
確
認
で
き

る
が
、ヘ
ラ
記
号
の
存
在
は
、須
恵
器
製
作
集
団
の
違
い(

中
村
一
九
七
七
な
ど)

や
、
有
無
に
よ
っ
て
須
恵
器
生
産
シ
ス
テ
ム
の
違
い
と
受
け
止
め
ら
れ
る
。
特

に
中
村
氏
は
、
焼
成
時
に
天
井
が
崩
落
、
廃
棄
さ
れ
、
一
括
で
出
る
須
恵
器
群

の
検
討
か
ら
、
一
つ
の
須
恵
器
窯
を
複
数
の
須
恵
器
製
作
集
団
の
共
有
の
結
果

と
し
た(

中
村
一
九
七
七)

。
そ
し
て
、
須
恵
器
工
人
集
落
で
は
、
窯
の
周
り

に
複
数
の
須
恵
器
工
人
集
団
の
支
群
を
配
置
し
て
、
各
支
群
で
成
形
後
、
共
有

の
窯
で
焼
成
す
る
集
落
が
実
際
に
存
在
し
、
筆
者
は
こ
れ
を
「
新
道
里
型
」
と

名
付
け
た(

太
田
二
〇
一
五)

。

一
方
で
、
ヘ
ラ
記
号
の
な
い
遺
物
も
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
を
各
分
類
に
当
て
は
め
る
と
、
一
つ
の
窯
跡
群
の
中
で
も
複
数
の
生
産
集

団
が
生
産
に
当
た
る
様
相
が
浮
か
ぶ
。
こ
れ
ら
が
工
人
集
落
類
型
の
ど
れ
に
当

て
は
ま
る
か
は
現
状
で
不
明
だ
が
、
西
日
本
最
大
級
の
牛
頸
窯
跡
群
で
複
数
の

生
産
シ
ス
テ
ム
が
同
時
に
動
く
点
を
考
え
れ
ば(

太
田
二
〇
一
五)

、
少
な
く

と
も
、
複
数
の
生
産
シ
ス
テ
ム
の
下
で
生
産
さ
れ
た
須
恵
器
が
運
ば
れ
た
点
は

間
違
い
な
い
。

こ
こ
で
注
目
で
き
る
の
が
、
同
一
工
房
製
品
・
同
一
時
焼
成
品
の
存
在
で
あ

る
。
時
期
は
異
な
る
が
、
古
墳
時
代
後
期
や
七
世
紀
代
の
古
墳
、
土
壙
墓
の
須

恵
器
は
、
焼
成
時
の
セ
ッ
ト
関
係
を
保
っ
た
ま
ま
副
葬
す
る
た
め
、
諸
属
性
が

同
じ
で
、
焼
成
痕
跡
、
焼
き
具
合
が
同
じ
製
品
が
出
土
す
る
こ
と
が
多
い(

木

許
二
〇
〇
九
な
ど)

。
鞠
智
城
で
出
た
須
恵
器
は
現
状
で
一
〇
セ
ッ
ト
に
も
満

た
な
い
。
こ
れ
は
、
出
土
遺
物
が
明
確
な
遺
構
に
伴
わ
ず
、
一
括
出
土
品
で
も

な
い
点
や
、「
今
」
不
在
な
だ
け
で
今
後
発
見
さ
れ
る
可
能
性
も
当
然
あ
る
が
、

こ
れ
を
勘
案
し
て
も
少
な
す
ぎ
る
。
仮
に
焼
成
時
の
窯
詰
の
セ
ッ
ト
関
係
を
保

つ
な
ら
ば
、
同
一
工
房
製
品
や
同
一
時
焼
成
品
が
多
少
は
出
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
鞠
智
城
出
土
須
恵
器
は
、
焼
成
時
の
セ
ッ
ト
関
係
を

あ
ま
り
保
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
鞠
智
城
か
ら
八
女･

宇
城･

荒
尾･

牛
頸
は
、
か
な
り
の
距
離
が

あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
シ
ス
テ
ム
を
持
つ
各
須
恵
器
製
作
集
団
が
そ
れ

ぞ
れ
別
個
に
須
恵
器
を
鞠
智
城
に
搬
入
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。

つ
ま
り
、
同
一
工
房
製
品
と
同
一
時
焼
成
品
の
少
な
さ
、
各
類
型
の
ヘ
ラ
記

号
、
消
費
地
と
窯
と
の
関
係
を
考
え
る
と
、
生
産
時
で
は
、
各
々
異
な
る
生
産

シ
ス
テ
ム
を
持
つ
須
恵
器
工
人
集
団
が
、
須
恵
器
を
生
産
し
た
の
ち
、
窯
跡
群

単
位
で
一
度
集
積
、出
荷
し
、一
部
は
鞠
智
城
に
搬
入
さ
れ
た
可
能
性
が
浮
か
ぶ
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
生
産
地
ご
と
で
完
成
品
を
集
め
、
出
荷
す
る
よ
う
な

場
所
と
、
直
接
統
括
す
る
「
仲
介
者
」
の
存
在
を
想
定
し
て
も
、
無
理
は
な
い
。

こ
れ
と
正
反
対
な
の
が
、
近
年
大
伽
耶
時
代
の
築
城
が
明
ら
か
に
な
っ
た
高

霊
主
山
城
で
あ
る(

大
東
文
化
財
研
究
院
二
〇
一
〇)

。
時
期
や
地
域
は
当
然

異
な
る
が
、筆
者
の
実
見
し
た
限
り
で
は
、複
数
の
窯
か
ら
供
給
さ
れ
て
お
り
、

同
一
時
焼
成
品
と
考
え
ら
れ
る
製
品
が
一
定
量
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
最
近

で
は
主
山
城
に
供
給
し
た
と
考
え
ら
れ
る
窯
跡
が
近
隣
で
調
査
さ
れ
て
い
る
た

め
、
両
者
の
須
恵
器
の
受
容
と
供
給
は
異
な
る
可
能
性
が
高
い
。

六
．
ま
と
め

以
上
、
鞠
智
城
と
周
辺
遺
跡
で
の
須
恵
器
流
通
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

結
果
は
、
以
下
に
集
約
さ
れ
る
。

①
少
な
く
と
も
集
落
と
鞠
智
城
に
搬
入
さ
れ
る
須
恵
器
の
流
通
状
況
は
、
八
世

紀
代
で
は
類
似
す
る
。 

②
単
一
遺
跡
で
出
た
須
恵
器
に
は
、
明
ら
か
に
同
一
工
房
製
品
や
、
同
一
時
焼

成
品
が
含
ま
れ
、
あ
る
程
度
の
工
房･

焼
成
時
の
ま
と
ま
り
を
保
っ
た
ま
ま
各

八
世
紀
代
の
集
落
で
は
、
少
な

く
と
も
牛
頸
、
荒
尾
、
宇
城
窯
跡

群
か
ら
須
恵
器
が
供
給
さ
れ
る
点

は
明
ら
か
で
あ
る
。
八
女
産
須
恵

器
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
確
認
で

き
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
。
し

た
が
っ
て
、
複
数
の
生
産
地
か
ら

搬
入
さ
れ
る
点
が
特
徴
で
、
そ
の

点
、
例
え
ば
牛
頸
窯
跡
群
と
、
そ

の
周
辺
の
よ
う
な
、
大
規
模
窯
跡

群
周
辺
の
流
通
状
況
と
は
当
然
異

な
る
。
そ
し
て
、
鞠
智
城
と
の
間

に
現
状
で
は
明
確
な
生
産
地(

窯

跡
群
レ
ベ
ル)

で
の
流
通
の
違
い

は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

（
二
）
同
一
工
房
製
品
、
同
一
時

焼
成
品
の
不
在
は
何
を
示
す
の
か

―
鞠
智
城
か
ら
み
た
須
恵
器
生
産

･

流
通
構
造
の
素
描
―

先
の
検
討
で
、
同
一
工
房
製
品

や
同
一
時
焼
成
品
は
鞠
智
城
お
よ

び
周
辺
遺
跡
で
は
、
少
数
で
は
あ

る
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
は
何
を

示
す
の
か
。

第１2図　鞠智城及び周辺遺跡の須恵器流通状況　
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北
部
太
平
洋
沿
岸
の
横
穴
と
遠
隔
地
交
流
』
海
の
古
墳
を
考
え
る
会

中
村
浩
一
九
七
七
「
須
恵
器
生
産
に
関
す
る
一
試
考-

和
泉
陶
邑
窯
に
お
け
る
陶
工
組
織
に

　
　

つ
い
て-

」『
考
古
學
雑
誌
』
第
六
三
巻
第
一
号　

日
本
考
古
學
會

山
田
元
樹
一
九
八
八
「
須
恵
器
窯
業
生
産
の
様
相
解
明
に
ヘ
ラ
記
号
が
果
た
し
得
る
役
割
の

　
　

検
討
」『
九
州
考
古
学
』
第
六
二
号

安
里
進
一
九
八
五
「
須
恵
器
の
断
面
色
層
と6

世
紀
の
焼
成
技
術
」『
考
古
学
研
究
』
第
三
二

　
　

巻
第
三
号　

考
古
学
研
究
会

山
本
雅
和
二
〇
〇
八
「
古
墳
時
代
の
須
恵
器
生
産
組
織
に
つ
い
て
」『
吾
々
の
考
古
学
』
和
田

　
　

晴
吾
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
刊
行
会

旭
志
村
教
育
委
員
会
二
〇
〇
三
『
前
畑
遺
跡
』
旭
志
村
文
化
財
調
査
報
告　

第
五
集

旭
志
村
教
育
委
員
会
二
〇
〇
三
『
伊
坂
東
原
遺
跡　

第
一
次
・
第
二
次
調
査
』
旭
志
村
文
化

　
　

財
調
査
報
告　

第
六
集

熊
本
県
教
育
委
員
会
一
九
八
三
『
上
鶴
頭
遺
跡
』
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告　

第
六
三
集

熊
本
県
教
育
委
員
会
一
九
九
二
『
う
て
な
遺
跡
』
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告　

第
一
二
一
集

熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
一
二
『
鞠
智
城
跡
Ⅱ
―
鞠
智
城
跡
第
八
～
三
二
次
調
査
報
告
―
』

熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
書 

第
二
七
六
集

(

財)

大
東
文
化
財
研
究
院
二
〇
一
四
『
高
霊 

主
山
城
Ⅰ
』(

財)

大
東
文
化
財
研
究
院 

學
術

　
　

調
査
報
告 

第
六
四
輯

挿
図
出
典

第
１
図　

筆
者
作
成

第
２
・
３
図　

筆
者
実
測
・
ト
レ
ー
ス

第
４
図　

筆
者
撮
影

第
５
図　

１
・
３
・
11
は
熊
本
県
一
九
九
二　

２
・
５
～
７
は
熊
本
県
二
〇
一
二

　
　
　
　

４
・
９
・
10
は
旭
志
村
二
〇
〇
三　

８
は
旭
志
村
二
〇
〇
三　

を
改
変

遺
跡
へ
運
ば
れ
る
状
況
が
想
定
で
き
る
。
し
か
し
、
窯
出
し
直
後
の
ま
と
ま
り

を
持
つ
古
墳
、
土
壙
墓
な
ど
よ
り
圧
倒
的
に
少
数
で
あ
る
。

③
さ
ら
に
、
現
状
で
、
各
遺
跡
間
で
の
確
実
な
同
一
工
房
製
品
や
同
一
時
焼
成

品
は
、
確
認
出
来
な
い
。 

④
各
遺
跡
を
比
較
検
討
し
た
上
で
、
鞠
智
城
で
の
須
恵
器
の
種
類
や
、
各
類
型

で
、
ヘ
ラ
記
号
の
有
無
や
種
類
の
多
さ
か
ら
、
様
々
な
生
産
シ
ス
テ
ム
を
持
つ

窯
跡
の
製
品
が
搬
入
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

⑤　

①
④
や
、
鞠
智
城
と
生
産
地
と
の
距
離
関
係
を
参
考
に
す
る
と
、
各
生

産
シ
ス
テ
ム
を
持
つ
窯
元
の
完
成
品
を
集
め
て
保
管
、
出
荷
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。

(

謝
辞)

本
稿
は
、
平
成
二
七
年
度 

鞠
智
城
『
特
別
研
究
』
の
成
果
で
あ
る
。
本
稿
を

成
す
に
あ
た
り
、
木
村
龍
生
氏
、
矢
野
裕
介
氏
に
は
、
鞠
智
城
の
資
料
の
実
見

で
様
々
な
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
各
地
の
資
料
調
査
で
も
、

様
々
な
方
々
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

熊
本
大
学
考
古
学
研
究
室　

菊
池
市
教
育
委
員

会 

合
志
市
教
育
委
員
会 

熊
本
県
教
育
委
員
会 

大
分
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

福
岡
大
学
考
古
学
研
究
室 (

財)

北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
調

査
室 (

財)

大
東
文
化
財
研
究
院 (

財)

ウ
リ
文
化
財
研
究
院

木
崎
康
弘 

木
村
龍
生 

小
嶋
篤 

佐
藤
信 

武
末
純
一 

長
安
慧 

桃
崎
祐
輔 

森
門
碧

矢
野
裕
介 

山
元
遼
平 

輪
内
遼 

金
才
喆 

金
武
重 

趙
晟
元　

(

順
不
同･

敬
称
略)

　
注（

一
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
現
在
別
稿
を
執
筆
中
で
あ
る
。

参
考
文
献

網
田
龍
生
二
〇
〇
三
「
古
代
荒
尾
産
須
恵
器
と
宇
城
産
須
恵
器
」『
先
史
学
・
考
古
学
論
究
Ⅳ
』

　
　

龍
田
考
古
会

石
木
秀
啓
二
〇
〇
七
「
牛
頸
窯
跡
群
と
九
州
の
須
恵
器
生
産
体
制
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　

研
究
報
告
』
第
一
三
四
集　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

太
田
智
二
〇
一
五
「
須
恵
器
工
人
集
落
の
研
究　

序-

牛
頸
窯
跡
群
で
の
様
相-

」『
古
文
化

　
　

談
叢
』
第
七
四
集　

九
州
古
文
化
研
究
会

太
田
智
二
〇
一
六
「
日
韓
土
器
工
人
集
落
の
研
究-

須
恵
器
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陶
質
土
器
を
中
心
に-
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第

　
　

二
七
回
東
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ジ
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史
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考
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学
研
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会
交
流
会　

研
究
発
表
資
料
集
』

岡
田
裕
之
二
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〇
四
「
古
墳
時
代
に
お
け
る
須
恵
器
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生
産
単
位
に
つ
い
て-

須
恵
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記
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れ
た
ヘ
ラ
記
号
の
目
的
と
関
連
し
て-

」『
史
淵
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四
〇
号

木
村
龍
生
二
〇
〇
九
「
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邑
編
年
と
九
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の
古
墳
時
代
須
恵
器
に
つ
い
て
」『
考
古
学
研
究
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五
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一　

孝
古
学
研
究
会

木
村
龍
生
二
〇
一
二
ａ
「
鞠
智
城
出
土
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土
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い
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鞠
智
城
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智
城
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第
八
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二
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調
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報
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本
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文
化
財
調
査
報
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第
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六
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熊
本
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教
育
委
員
会

木
村
龍
生
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「
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古
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流
通
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流
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学
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嶺
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学
会
合
同
大
会

木
許
守
二
〇
〇
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〇
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古
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本
考
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学
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学
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木
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雄･

余
語
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技
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考
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古
代
』
第
一
一
二
号　

早
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学
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古
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会
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る
須
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器
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産
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墳
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考
え
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列
島
東

第
６
図　

筆
者
実
測
・
ト
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ス
・
撮
影

第
７
図　

筆
者
撮
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